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を齎しているのである（Rhonheimer, 2005, p. 67ff.）。即ち，ローンハイマーによれば，まさにこ
こにおいて，自発的な結合としての家族というロールズの当初の構想 12）は，依然として『政治





































































































（Rhonheimer, 2009a, p. 152）。「私達は，いわば，始めるに当たっての，ある材料が必要となる」
（Rawls, 1996, p. 104）。それ故，「社会と人格の諸構想がなければ，実践理性の諸原理は，要点を
有せず，用いることもかなわず，適用されることもないであろう……。実践理性の諸原理が構築
されることがないのと同様に，理性の諸概念として社会及び人格の諸構想は構築されないのであ
る」（Rawls, 1996, p. 108）。こうして，ロールズによれば，構成主義的な見方又かかる意味にお
いて「政治的な」見方は，「実践的な理由付け又判断において関連性のある諸事実が構築されな





























































































































































































































































































































と称するものを生み出し得るのである（Rhonheimer, 2009a, pp. 163―4）。
6.7　自然法的な諸理由は公共的な諸理由の母体である
　更に，クロウフォードの提起に反して，公共的な理性についてのロールズの理念においては，

















































































































































































































































するからである（Rhonheimer, 2009a, pp. 158―9）。
23）それ故，ローンハイマーは，「近代政治は他の諸手段によって実行される市民戦争である」（MacIntyre, 
1984, p. 253）というアラスデア・マッキンタイアー（Alasdair MacIntyre）の主張に賛成しかねている。
24）先に指摘した如く，『政治的リベラリズム』は，「そこで，道理的な宗教的・哲学的・道徳的な諸教説によっ
て深刻にも分断されたままの自由且つ平等な市民からなる正義に適った又安定的な社会が長期に渡って存在




















の構想に関する能力」，という区別において（Rawls, 1996, p. 19），ある真理が存在する。そこでは，「正義
の感覚に関する能力」とは，「社会的協働という公正な諸条項を特徴付ける，正義についての公共的な構想
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